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1.実施概要

2

日 時 2025年7月20日（日） 9：00～15:00

場 所 旧本郷第一小学校跡地

主 催 会津美里町

運 営 ほんごうパークファン（以下、「HPF」）

運 営 協 力 コムテック地域工学研究所

協 賛 会津美里町本郷地域区長会

参 加 者 数 約 540名（商工会調べ）
＊ピーク時の子どもの人数93名（コムテック調べ）

内 容 町民が持ち寄ったビニールプール等により水遊び場を作り、子どもたちに楽
しんでもらう。

目 的 1. 町民主体によるイベントの企画・準備・運営を通した管理運営体制の構築
2. 駐車場台数の検証
3. 水遊び場のあり方の検証（じゃぶじゃぶ池と噴水スポットの比較検証、休

憩場所等の検証等）

開催概要
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1-1.ちらし
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1-2.イベント会場図 ※水遊びエリアの当日の配置は図面と異なります。



主に小学生を対象とした水遊びエリア。 主に小学生以下を対象と
した水遊びエリア。 5

1-3.当日の様子

大きい子エリア 小さい子エリア
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メタセコイアの斜面を使ったウォータースライダー。 小さい子エリアにて、噴
水タイプの遊具を配置。

1-3.当日の様子

ウォータースライダー 噴水遊具
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ほんごうBOXは、冷房を効かせた涼しい休憩所と子どもたちの着替え場所とし
て運用。また、プール周辺に休憩スペースを設置。

1-3.当日の様子

竹の水鉄砲づくりワークショップ 休憩所

美里自然楽校による、竹の水鉄砲を作って
遊べるワークショップを運営。
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1-4.当日のふりかえり （8/7 第4回管理運営検討会より）

➢ 小さい子と大きい子のエリアはもっとはっ
きり分けた方が良い。大きい子が小さい子
のエリアに入ってきて危険な場面があった。

➢ ブルーシートの固定方法として、杭打ちは
不要ではないか。ひっかかる可能性がある。

➢ 竹の水てっぽうワークショップはマルシェ側
で水鉄砲を販売していた影響もあり、参加
者が少なく申し訳なかった。調整が必要
だった。

➢ 今回のトラブル*への対応として、注意事項
の定期的な周知が必要。同時に、プールエリ
アはぬれる場所であることを理解してもら
うこと、一方で、顔にかけたらいけない等の
注意も必要。

*小学生の男子が中学生の女子に水をかけ、女子が男子
のお腹を蹴るトラブルが発生。

➢ トラブル発生時は、マルシェ側（商工会）と
も速やかに情報共有する必要がある。

➢ 高校生にがんばって頂いたが、あまり負担
をかけないようにする必要がある。

➢ 小学校低学年くらいの小さな子供が最初
は恥ずかしがっていたが、だんだん慣れて、
周りの子どもと一緒に元気よく遊ぶよう
になっていく様子を見て、子どもにとって
良い経験だと感じた。

➢ マルシェ出店者から、水遊びとの同時開催
はとても好評だった。飲食は売り上げも良
かった。

➢ マチミセの実施目的や開催時期の問題も
あるので、HPFとマチミセがどのように連
携していくかは今後の課題。
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２.【検証】
町民主体によるイベントの企画・準備・運営を通した管理運営体制の構築

2-1.事前準備、調整

項目 準備事項 役割分担

全体企画、運営

全体企画、進行管理

HPF
会場配置検討

予算検討、管理（会計）

前日・当日・撤収スケジュール・役割分担検討

広報
チラシ等作成 HPF

広報、周知 HPF、町

申請、調整

水道使用許可 町

（消火栓使用届）

ー（道路使用許可）

（道路使用届）

運営手伝い募集（高校生、中学生） 町、コンサル

イベント保険 コンサル

駐車場誘導員手配 HPF

消火栓の使用準備 ー

道具・備品

プール
HPF、コンサル

ブルーシート

テント、テーブル、いす HPF、町

備品（ホース等） HPF、町、コンサル

• 企画準備段階から当日の
運営、備品運搬等、前回
に比べて、多くの役割を
町民が担った。

• 今回プールの水は水道水
を使用し、町にて使用許
可手続きを行った（消火
栓不使用）。

• ボランティアの募集と事
前の対応は町・コンサル
で対応。

• イベント保険、備品購入
はコンサルで対応。
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2-2.前日・当日運営

日程 作業内容 担当・人数

7/19

（土）

前日

準備

• テント等運搬・搬入、仮設営

• ブルーシート設置（プール下用）
• 噴水設置、プールへの空気入れ、水

を貯める

• 近隣あいさつ回り

HPF6

町民1
町１

コンサル２

※商工会と連携して設営

7/20

（日）

当日

準備

• 設営（机、いす配置）

• 残りの水入れ
• スライダー設置

• 休憩スペース設営

HPF5

町2
コンサル２

※商工会と連携して準備

本番 • 水まわりと遊び

• ワークショップ
• 見守り（監視）

• 休憩タイムキーパー

HPF6

町民1
ボランティア大学生1、高校生4

町２

※商工会と連携して準備

• 休憩スペース対応

• 外部対応
• 調査

• 総括、安全管理

コンサル２

撤収 • テント等搬出・運搬

• ブルーシート、プール等片付け

全員

• 前日、当日の現地での準
備・撤収作業、水遊びの
運営は、町民が主体的に
行った。

• テント等の設営・撤収は、
マルシェ側スタッフ（商
工会等）と協力して行っ
た。

• 会津西陵高校より4名、大
学生1名が当日ボランティ
ア参加し、子どもたちの
遊びをサポートした。
（会津西陵高校は毎年ボ
ランティア参加あり）
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2-3.経費リスト ※人件費を除く

品名 金額（円） 目的

ホース20m 3本/30m 1本 9,514 プール用備品

ホース用コネクタ等 3,467 プール用備品

ゴミ取り用網 298 プール用備品

スプリンクラー等（噴水設備・3点） 3,395 プール用備品

剣先Uピン（ブルーシート固定） 989 プール用備品

クッションマット（室内休憩室用） 5,636 熱中症・安全対策

発砲スチロール（氷保管用） 2,980 熱中症・安全対策

紙コップ 888 熱中症・安全対策

ミネラルウォーター 756 熱中症・安全対策

ロック氷 966 熱中症・安全対策

経口補水液 ５本 690 熱中症・安全対策

休息冷却材 １０個 1,280 熱中症・安全対策

ばんそうこう 98 熱中症・安全対策

文房具（テープ類） 2,252

ワークショップ謝礼（材料費込み） 13,000

品名 金額（円） 目的

プール 0 借用（町民、コンサル）

エアポンプ 2個 0 昨年使用したものあり

50mホース（水道接続、シャワー付
き2台）

0 昨年使用したものあり

ブルーシート 0 借用（町民、コンサル）

PP板 900*1800*2.5 0 町民より提供

20mホース＋ホースジョイント2個 0 昨年使用したものあり

テント 0
観光協会（3×6m、5基） ※町主催のため
 町民（3×3m、6基）、町民1基

テーブル（長テーブル） 0 観光協会 ※町主催のため

いす（パイプいす） 0 観光協会 ※町主催のため

ちらし、ポスターデザイン 35,000 マルシェと折半（70,000円）

ちらし、ポスター印刷 11,000 マルシェと折半（22,000円）

駐車場誘導員（マルシェ側と分担） 40,000 マルシェと折半（80,000円、4名7時間）

イベント保険 9,890

水道料金 0 町主催のため

道路使用料等 0 消火栓を使用しないため

合計 142,099
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2-4.経費参考

利用月（イベント名） 使用料 金額（円） 用途

令和7年7月
（マチミセマルシェ＋ほんごうパークフェス）

101m³ 24,618
•プール用に水道水使用
•トイレ・手洗い使用

令和6年11月
（マチミセマルシェ＋ほんごうパークフェス）

21m³ 5,044 •トイレ・手洗い使用

令和6年7月
（あとちで水あそび）

1m³ 2,508 •トイレ・手洗い使用（午前のみ）

• 備品は運営メンバーからの提供や昨年のものの再利用により経費低減に努めた。
• テント等レンタル料や、水道料金は町主催のため無料。
• 熱中症対策を講じた

（参考）水道料金

経費考察（前頁より）
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➢ 昨年と比較して、企画・準備から当日運営、片付けまで、町民（HPFメン
バー）が中心的な役割を担って実施した。

➢ 学生ボランティアやHPFメンバー以外の町民も当日運営に参加した。

➢ より主体的に企画・運営するためには、組織体制の強化が必要（規約等を定
めた任意団体、法人等）。

➢ 継続のためには、運営費の確保が必要。

2-5.考察（今後の課題）



3.【検証】駐車場カウント調査
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日 時 2025年7月20日（日） 9：00～15:00

場 所 観光駐車場/臨時駐車場/本郷庁舎駐車場

調 査 コムテック地域工学研究所

調 査 員 1名

内 容 実際の駐車台数をカウント調査する。

目 的 イベント開催日の観光駐車場および臨時駐車場の駐車状況を
把握した上で、適正な駐車台数を検討し、基本設計に反映する。 

カ ウ ン ト
方 法

9時～15時の毎時（1時間おき）に、観光駐車場・臨時駐車場を
撮影し、カウントする。

概要
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3-1.時間帯ごとの駐車場利用台数

※整備計画に基づく最大駐車台数：臨時駐車場40台、観光駐車場45台、計85台
 本郷庁舎駐車場最大駐車台数：112台（一部エリアを除く）

時間 単位
観光駐車場

40台
臨時駐車場

45台
計

85台
（％） 本郷庁舎 112台

※選挙等一般利用含む

計
197台

（％）

9:00-10:00 (台) 21 0 21 25% 14 35 18%

10:00-11:00 (台) 39 2 41 48% 20 61 31%

11:00-12:00 (台) 40 16 56 66% 21 77 39%

12:00-13:00 (台) 32 14 46 54% 14 60 30%

13:00-14:00 (台) 17 9 26 31% 16 42 21%

14:00-15:00 (台) 10 7 17 20% 9 26 13%

※出展者用駐車スペース（計21台）は除く。



時間 臨時駐車場 観光駐車場 本郷庁舎

9:00-10:00

10:00-11:00

11:00-12:00

観光駐車場 臨時駐車場

16

3-2.時間帯ごとの駐車場写真 （午前）
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3-3.時間帯ごとの駐車場写真 （午後）

時間 臨時駐車場 観光駐車場 本郷庁舎

9:00-10:00

10:00-11:00

11:00-12:00

12:00-13:00

13:00-14:00

14:00-15:00

観光駐車場 臨時駐車場
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3-4.考察

➢ 観光駐車場および臨時駐車場の利用状況は、ピーク時（11－12時）で、
85台中56台（66%）だった。

➢ 今回のイベント規模（来場者数約5４0名）からすると、整備計画で想
定した駐車場台数（85台）は妥当と言える。

※整備計画では、来訪者500人程度のイベント時を想定して算定。

➢ 700～800名規模のイベントであれば、観光駐車場＋臨時駐車場で受け
入れ可能と考えられる。

➢ ただし、季節性（今回は真夏の開催）やイベントの特性によっても変
動するため、注意が必要。



４.【検証】水遊び施設に関するアンケート調査 

19

日 時 2025年7月20日（日） 9：00～15:00

場 所 旧本郷第一小学校跡地

調 査 コムテック地域工学研究所

調 査 員 2名

対 象 水遊びで来場の保護者

回 答 数 28名

内 容 調査員によるヒアリング方式でのアンケート調査

目 的 整備計画の「じゃぶじゃぶスポット」の形態や必要性を検証し、
基本設計に反映する。 

概要
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4-1.アンケートパネル
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4-２.回答者の属性

年代

町内/町外 子どもの年齢 （単位：人）

7%
3%

43%
43%

4%
10代

20代

30代

40代

70代以上

性別

75%

25%女性

男性

68%

32%
町内

町外 3

5

6

8

2

7

4

5

2 2 2

1 1 1 1

1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10歳 11歳 12歳 14歳 20歳 21歳

n=28 n=28

n=28
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4-3.アンケート結果 Q1

Q1. 「じゃぶじゃぶ池」と「噴水
設備」、どちらが本郷パークに
相応しいと思いますか。

Q1-2. その理由を、なるべく詳しくお書きください。

【じゃぶじゃぶ池について】

○おもいっきり水遊びができる

（遊びの幅が広い、水につかる・すくう等）

○近くにほしい（現状は猪苗代のカメリーナに行く）

▲安全面が心配 →見守りが必要＝人件費

▲衛生面が心配

43%

32%

25%
じゃぶじゃぶ池

噴水設備

どちらでもよい

【噴水設備について】

○衛生管理面で安心

○安全面で安心

▲若松の運動公園にもある

n=28
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4-4.アンケート結果 Q2

Q2-1. 「常設」の施設と「仮設」
の施設、どちらが本郷パークに
相応しいと思いますか。

Q2-2. その理由を、なるべく詳しくお書きください。

【常設について】

○いつでも遊べるのが良い。
（好きなタイミングで利用できる）

▲設置費用と維持管理コストが気になる。

【仮設について】

○夏の期間、いつでも遊べれば仮設でも良い。

○特別感があって良い。（この季節が来た！）

○コスト面

▲イベント時だけはさびしい。利用しにくい。

▲サイズや設備が物足りない。

▲備品の保管場所、耐久性。

【その他】

・長く続くように！（修理されないならいらない）

・テントだけ設置して、個人が自由にプールを持参。

・しばらく仮設で様子を見てから、常設にする。

53%29%

18%常設

仮設

どちらでもよい

n=28
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4-5.アンケート結果 Q3

Q3. 本日の水遊びイベントについて、感想や気づいた点 ※（ ）内は回答数

【水遊びの内容】 【周辺設備】【全般】

• 子どもが楽しそう。（３）

• 子どもが遊べる場があって良
い。助かる。（５）

• 遊び場等のイベントを同時に
やれば、もっと盛り上がる。

• 孫との憩いの場になると良い
（高齢者好みの食べ物等）。

• じゃぶじゃぶ池の他に、遊具
もあれば、一年中遊べて良い。

• 涼める・休める場所が
あって良い。見守りやす
い。(６)

• ミストが良い。

• 着替え場所がある

▲休憩スペースがぬれな
いように、プールから離
した方が良い。

【よく行く水遊び施設】 若松の運動公園（４） 猪苗代カメリーナ（１） 福島市内（１）本宮のみずいろ公園（１）

• 年齢で分かれていて遊びや
すくて良い。（３）

• 高校生が遊んでくれてあり
がたい。この連携関係を継
続してほしい。中学生のボラ
ンティアもあり。

▲水量が多いと嬉しい（小さ
い子エリア）。

▲顔に水をあてる子がいる。

▲小さい子エリアに大きな子
が入ってきて危険。
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